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イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ 

９
度
目
の
東
北
へ 

１
４
名
が
宮
城
県
石
巻
市
、
南
三
陸 

町
、
気
仙
沼
市
で
、
東
日
本
大
震
災
の 

被
災
地
の
見
学
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業 

地
元
の
高
校
生
と
の
交
流
を
行
い
ま
し 

た
。
（８
／
３
～
６
） 
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県
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季
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真
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ン
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               震
災
遺
構
と
な
っ
て
い
る
旧
気
仙
沼
向
洋
高
校
の

校
舎
は
何
度
見
て
も
衝
撃
を
受
け
る
も
の
で
し
た
。
昨

年
と
語
り
部
の
方
も
違
う
の
で
、
違
う
角
度
か
ら
お
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。（
参
加
生
徒
） 

私
た
ち
３
年
生
は
県
大
会
で
金
賞
を
取
る
こ
と
を
目
標

に
、
１
年
前
か
ら
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
目
標
を
達
成
で

き
て
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
練
習
時
間
が

限
ら
れ
る
中
、
遠
方
か
ら
指
導
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
講
師
の

方
々
、
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
や
保
護
者
の
方
々
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

部
長 

小
谷
真
菜 

ネイチャー賞 

「輝くたんぽぽ」  

和田 遙仁(２年)  

佳作 和多田 成良（３年） 

日
本
海
新
聞 

令
和
４
年
９
月 

１
４
日
掲
載 

 

←
水
産
加
工
工
場
で
作
業 

↓
気
仙
沼
向
洋
高
校
の 

生
徒
か
ら
震
災
時
の
話 

を
聞
き
ま
し
た
。 

インターアクトクラブ 

は気仙沼パン工房の 

パンを販売♪        

 

吹奏楽部は 

ミニコンサート♪ 

 

夏の活躍 

Topix 



                                     

 

コース図 

電機応用工学科 電気研究部チーム 

全国ソーラーラジコンカーコンテストへ 

例年の大会風景 

 

環境建設工学科３年土木類型 課題研究班 

コンクリートカヌー近畿大会出場 8/27 

会場の石川県白山市に向かっていたところ、台風のため、なんと実施日（８/

４・５）の前日に中止が決定。今回は大会に向けての取り組みを紹介します。 

コンクリートカヌー大会とは？ 

コンクリートを主材料に、配合や構造を各校で工夫 

してカヌーを製作し、実際に川で漕いでタイムを競う 

大会。近畿の土木を学ぶ高校生が出場します。 

まず設計、その後１０分の１

サイズで模型を製作 

 

班員が 8人もいたので誰かミスしても 

カバーし合えたのがよかった。（班長） 

コンクリートを塗って完成！ 

 

ベニヤ合板で型を製作 

豊総は脱プラスチック！ 

 

 
その成果がこの表面。 

とても美しい仕上がり。 

他校と比べても豊総が

一番でした！ 

 

今年の会場は円山川公苑。準備運営にも８名が協力しました。 

 

自分たちの手で作ったカヌーが、実際

に水に浮かんで完走した姿に感激 

 

話を聞いた人たち  

今井厚貴（班長） 

安保幕士模 

奥田海斗 

ソーラーラジコンカーコンテストとは？ 

指定された条件でメカニック(車体)を設計し 

太陽光（ソーラー）を動力にリモコン操作でラ 

ジコンカーを走らせます。５分間でいかに長 

い距離を速く走れるかを競います。風や太陽 

の状態など、外部条件に左右 

される難しいレースです。 

★メカニック設計条件★ 

・全長 1ｍ 幅５０㎝以内 

・支給のソーラーパネルを 

３枚使用 

・指定の回路図に従う 

 

 

 

 
指定の図←を見て制御回路 

（内部の動力）を組みます 

 

軽くて、かつ安定し、効率 

よく走る車体を目指しまし

た。ボデイの素材をカーボ

ンに。 

 

 

 

初挑戦の今年はうまくいかないこと

もあったが、出場できず残念だった。 

 

再挑戦の来年は、外観から内部構造

までこだわって作りたい。 

 

今年の取り組みを熟成させ来年につ

なげたい。上位入賞を目標に頑張り

ます！ 

 

軽くて速い走りを求めて～工業科２グループを紹介！ 
 

 

話を聞いた人たち 

上坂庵莉（ドライバー） 

齋藤圭佑（車体担当） 

岡村直弥（回路担当） 

 


